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Ｈ
・
Ｂ
・
ス
ト
ウ
『
ア
ン
ク
ル
・
ト
ム
の
小
屋
』
に
お
け
る

オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
・
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
の
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て森

田

美
千
代

一

は
じ
め
に

レ
ズ
リ
ー
・
フ
ィ
ー
ド
ラ
ー
が
強
調
す
る
よ
う
に
、『
ア
ン
ク
ル
・
ト
ム
の
小
屋
（U

n
cle

T
om

’s
C
abin

;or,
L
ife

A
m
on
g
th
e

low
ly

）』
は
、
一
般
の
人
々
が
抱
く
印
象
と
は
違
い
、「
驚
く
ほ
ど
多
面
的
で
複
雑
な
小
説
（an

aston
ishin

gly
various

an
d
com

-

plex
book （

１
）

）」
で
あ
り
、
そ
の
主
た
る
要
因
の
一
つ
は
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
・
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
（A

ugustin
e
St.

C
lare

）
と
い
う
人

物
の
造
型
に
あ
る
、
と
野
口
啓
子
は
言
っ
て
い
る

（
２
）

。
筆
者
も
ま
っ
た
く
そ
う
思
う
。
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
・
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
を
研
究
の

対
象
と
す
る
と
き
、
少
な
く
と
も
彼
の
生
涯
、
彼
の
奴
隷
制
論
、
そ
し
て
彼
の
キ
リ
ス
ト
教
論
は
、
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
際
、
ど
れ
を
と
っ
て
み
て
も
、
実
に
複
雑
性
に
満
ち
て
い
る
。
し
か
も
、
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
・
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
の
場
合
、
彼
の
キ

リ
ス
ト
教
論
は
彼
の
奴
隷
制
論
と
絡
み
合
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
複
雑
性
は
な
お
の
こ
と
で
あ
る
。

本
稿
の
目
的
は
、
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
・
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
は
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
生
き
て
い
く
の
に
恵
ま
れ
た
環
境
の
な
か
に
い
る

（
た
と
え
ば
、
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
の
母
、
エ
ヴ
ァ
、
ト
ム
の
存
在
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
が
い
あ
い
だ
宗
教
的
冷
笑
と
懐
疑
の
な
か
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を
さ
ま
よ
っ
て
い
た
が
、
つ
い
に
回
心
し
、
母
が
い
る
天
の
家
に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
、
テ
キ
ス
ト
に
即
し
て
、
論
証
す
る
こ

と
で
あ
る
。

セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
の
奴
隷
制
論
は
別
稿
で
論
じ
る
予
定
で
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
主
と
し
て
彼
の
キ
リ
ス
ト
教
論
に
つ
い
て
、
論

じ
る
こ
と
に
す
る
。
と
は
い
え
、
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
が
ど
の
よ
う
な
生
涯
を
送
っ
た
か
は
、
い
か
な
る
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
研
究
に
お
い

て
も
基
本
に
な
る
の
で
、
最
初
に
彼
の
生
涯
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

二

オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
・
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
の
生
涯

オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
・
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
が
、『
ア
ン
ク
ル
・
ト
ム
の
小
屋
』
の
小
説
の
な
か
で
最
初
に
登
場
す
る
の
は
、
第
一
四
章

で
あ
る
。
登
場
の
し
か
た
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。「
船
の
乗
客
の
な
か
に
、
ニ
ュ
ー
・
オ
ー
リ
ン
ズ
に
住
む
、
資
産
家
で
由
緒
の
あ

る
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
と
い
う
名
前
の
年
若
い
紳
士
が
い
た
。
五
、
六
歳
に
な
る
娘
﹇
エ
ヴ
ァ
﹈
と
、
親
戚
ら
し
い
一
人
の
婦
人
﹇
オ
フ
ィ

ー
リ
ア
﹈
を
伴
っ
て
い
た
が
、
婦
人
の
ほ
う
は
特
に
女
の
子
の
世
話
を
し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
」（
一
二
六
、
一
七
八

（
３
）

）。
セ
ン
ト
・
ク

レ
ア
自
身
が
『
ア
ン
ク
ル
・
ト
ム
の
小
屋
』
の
小
説
か
ら
消
え
る
の
は
、
第
二
八
章
で
あ
る
。
次
の
よ
う
に
し
て
、
で
あ
る
。「
魂
が

こ
の
世
を
去
る
直
前
、
彼
﹇
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
﹈
は
目
を
開
け
た
。
歓
喜
し
て
何
か
を
認
め
た
と
き
の
よ
う
に
、
突
然
目
を
輝
か
せ
、

『
お
母
さ
ん
！
』
と
言
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
は
こ
の
世
を
去
っ
た
」（
二
七
六
、
三
七
五
）。

『
ア
ン
ク
ル
・
ト
ム
の
小
屋
』
の
小
説
は
、
四
五
章
か
ら
成
っ
て
い
る
の
で
、
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
は
、
最
初
か
ら
三
分
の
一
位
の
と

こ
ろ
で
登
場
し
、
最
後
か
ら
三
分
の
一
位
の
と
こ
ろ
で
小
説
の
舞
台
か
ら
消
え
た
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
は
、

『
ア
ン
ク
ル
・
ト
ム
の
小
屋
』
の
小
説
の
、
な
か
三
分
の
一
の
ス
パ
ン
で
、
生
ま
れ
、
成
長
し
、
結
婚
し
、
そ
し
て
死
ん
で
い
る
の
で
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あ
る
。

セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
の
生
涯
は
、
主
と
し
て
、
父
母
と
の
関
係
、
兄
と
の
関
係
、
妻
と
の
関
係
、
エ
ヴ
ァ
と
の
関
係
、
オ
フ
ィ
ー
リ
ア

と
の
関
係
、
ト
ム
と
の
関
係
に
よ
っ
て
、
編
み
出
さ
れ
た
と
い
え
る
。
エ
ヴ
ァ
と
の
関
係
と
ト
ム
と
の
関
係
は
、
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
の

キ
リ
ス
ト
教
論
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
で
、
彼
の
キ
リ
ス
ト
教
論
を
論
じ
る
と
こ
ろ
で
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
た
、
オ

フ
ィ
ー
リ
ア
と
の
関
係
は
、
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
の
奴
隷
制
論
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
、
彼
の
奴
隷
制
論
を
論
じ
る
と
こ
ろ

で
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
父
母
と
の
関
係
、
兄
と
の
関
係
、
妻
と
の
関
係
が
、
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
の

宗
教
的
（
キ
リ
ス
ト
教
的
）
生
涯
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
の
父
の
一
族
は
カ
ナ
ダ
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
て
き
た
（
一
三
二
、
一
八
六
）。
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
の
父
は
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
の
富
裕
な
農
園
主
で
あ
っ
た
。
五
〇
〇
人
ほ
ど
の
黒
人
奴
隷
を
所
有
し
て
い
た
（
一
九
六
、
二
七
〇
）。
正
直
で
、
精
力

的
で
、
高
潔
で
、
鉄
の
意
志
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
（
一
九
五
、
二
六
八
）。「
神
へ
の
尊
敬
の
念
は
も
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
以
上
の
宗
教

的
感
情
は
も
っ
て
い
な
か
っ
た
」（
一
九
六
、
二
七
〇
）。
こ
こ
か
ら
、
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
の
父
は
、
息
子
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
に
は
、
キ

リ
ス
ト
教
の
影
響
を
ほ
と
ん
ど
与
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
の
母
の
一
族
は
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
ル
イ
ジ
ア
ナ
に
移
住
し
て
き
た
。
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
の
母
は
、
ユ

グ
ノ
ー
派

（
４
）

の
フ
ラ
ン
ス
女
性
だ
っ
た
（
一
三
二
、
一
八
六
）。

彼
女
は
、「
高
貴
で
繊
細
な
（n

oble
an
d
sen

sitive

）」
女
性
だ
っ
た
（
一
九
七
、
二
七
一
）。「
青
白
い
頬
と
深
み
の
あ
る
目
」（
一

九
五
、
二
六
九
）
を
し
、「
い
つ
も
白
い
服
」
を
着
て
い
た
（
一
九
五
、
二
六
九

（
５
）

）。
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セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
の
母
は
、
音
楽
の
才
能
に
恵
ま
れ
て
い
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
古
い
荘
厳
な
音
楽
を
オ
ル
ガ
ン
で
奏
で
、
か
つ

天
使
の
よ
う
な
声
で
歌
っ
て
い
た
（
一
九
五
、
二
六
九
）。
こ
の
よ
う
な
彼
女
の
影
響
を
受
け
、
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
は
、
の
ち
に
、
彼

の
死
の
前
、「
古
い
荘
重
な
ラ
テ
ン
語
の
鎮
魂
歌
『
デ
ィ
エ
ス
・
イ
レ
ー
（D

ies
Irae （

６
）

）』」
を
歌
っ
て
い
る
。
そ
の
歌
詞
は
、
以
下
の

ご
と
く
で
あ
る
。「
お
お
、
イ
エ
ス
よ
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で

こ
の
世
の
悪
意
と
裏
切
り
を

あ
な
た
は
耐
え
ら
れ
た
の
か
、
あ
の

恐
ろ
し
い
時
期
に
も
、
私
を
見
捨
て
よ
う
と
は
な
さ
ら
な
か
っ
た
。
疲
れ
た
足
を
急
が
せ
、
私
を
探
し
て
く
だ
さ
っ
た
、
十
字
架
の
上

で
あ
な
た
の
魂
は
死
を
経
験
さ
れ
た
、
そ
う
し
た
労
苦
す
べ
て
が
空
し
く
な
り
ま
せ
ん
よ
う
に
」（
二
七
一
、
三
六
八
―
三
六
九
）。
こ

こ
に
は
、
イ
エ
ス
に
対
し
て
悪
意
と
裏
切
り
を
重
ね
て
き
た
の
に
、
あ
な
た
（
イ
エ
ス
）
は
耐
え
、
あ
な
た
は
私
（
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
）

を
見
捨
て
ず
、
私
を
探
し
て
く
だ
さ
っ
た
と
い
う
、
イ
エ
ス
に
対
す
る
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
の
母
は
、
聖
書
と
と
も
に
生
き
、
死
ん
で
い
っ
た
（
一
五
九
、
二
二
一
）。
特
に
新
約
聖
書
の
具
現
者
だ
っ
た
（
一

九
五
、
二
六
九
）。
た
と
え
ば
、
彼
女
は
、「
イ
エ
ス
が
盲
人
を
治
療
し
て
い
る
絵
」（
一
九
八
、
二
七
二

（
７
）

）
を
持
っ
て
い
た
。
彼
女
は
、

セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
に
、「
こ
の
盲
人
は
、
乞
食
だ
が
、
イ
エ
ス
様
は
遠
く
隔
た
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
彼
を
な
お
そ
う
と
は
さ
れ
ず
、
自
分

の
も
と
に
乞
食
を
呼
び
寄
せ
、
彼
の
身
体
に
直
接
自
ら
の
手
を
置
か
れ
た
！
」
と
言
っ
て
い
た
（
一
九
八
、
二
七
二
）。

こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
の
ち
に
、
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
は
、
次
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。「
母
の
言
っ
た
こ
と
は
本
当
で
す
ね
。
盲

人
の
目
を
見
え
る
よ
う
に
し
て
や
ろ
う
と
思
っ
た
ら
、
私
た
ち
も
キ
リ
ス
ト
の
よ
う
に
、
す
す
ん
で
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
で
す

ね
。
キ
リ
ス
ト
は
彼
ら
を
自
分
の
元
に
呼
ん
で
、
自
ら
の
手
を
置
か
れ
ま
し
た
か
ら
ね
」（
二
四
六
、
三
三
五
）。

セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
は
、
こ
の
よ
う
な
、
母
親
の
教
え
を
通
し
て
、
黒
人
奴
隷
や
奴
隷
制
と
の
か
か
わ
り
を
、
学
ん
だ
に
違
い
な
い
。

し
か
し
、
実
際
に
は
、
彼
は
、
冷
笑
的
知
識
人
と
し
て
「
見
て
見
ぬ
ふ
り
」
を
し
て
、
生
涯
の
ほ
と
ん
ど
を
過
ご
し
た
。

セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
の
母
は
ま
た
、
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
に
、
キ
リ
ス
ト
が
君
臨
し
す
べ
て
の
人
が
自
由
で
幸
福
に
な
る
千
年
王
国（m

il-

Ｈ・Ｂ・ストウ『アンクル・トムの小屋』におけるオーガスティン・セント・クレアのキリスト教について
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len
n
ium

）
が
や
っ
て
く
る
と
語
っ
て
い
た

（
８
）

。
ま
た
、
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
が
子
ど
も
だ
っ
た
こ
ろ
、「
御
国
が
来
ま
す
よ
う
に
（T

hy

kin
gdom

com
e （

９
）

）」
と
い
う
マ
タ
イ
伝
に
あ
る
祈
り
を
唱
え
る
よ
う
に
教
え
て
く
れ
た
（
二
〇
二
、
二
七
八
）。

千
年
王
国
論
と
は
い
か
な
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
歴
史
学
者
の
岩
井
淳
に
よ
れ
ば
、「
千
年
王
国
論
は
、
終
末
論
の
一
形
態
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
世
の
終
わ
り
を
想
定
す
る
だ
け
で
な
く
、
終
末
前
に
千
年
間
続
く
王
国
が
あ
る
と
信
じ
る
点
に
お
い
て
、
千
年

王
国
論
は
終
末
論
一
般
か
ら
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
中
略
）
千
年
王
国
論
は
、
キ
リ
ス
ト
の
再
臨
を
千
年
王
国
に
先
立
つ
も
の

と
考
え
る
前
千
年
王
国
論
（prem

illen
arian

ism

）
と
、
再
臨
を
千
年
王
国
の
後
に
お
く
後
千
年
王
国
論
（postm

illen
arian

ism

）

と
に
、
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
１０
）

」。「
通
常
、
千
年
王
国
論
の
典
拠
と
な
る
の
は
、
旧
約
聖
書
の
ダ
ニ
エ
ル
書
や
、
新
約
聖
書
の
ヨ
ハ

ネ
の
黙
示
録
で
あ
る

（
１１
）

」。

母
親
エ
ヴ
ァ
ン
ジ
ェ
リ
ン
の
千
年
王
国
論
は
、
息
子
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
受
け
継
が
れ
た
と
は
思

え
な
い
。
受
け
継
が
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
の
娘
エ
ヴ
ァ
に
、「
終
末
論
」
と
し
て
受
け
継
が
れ
た
と
い
え
よ

う
。兄

は
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
と
い
っ
た
。
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
と
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
・
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
は
、
双
子
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
あ

ら
ゆ
る
点
に
お
い
て
、
対
照
的
で
あ
っ
た
。
外
形
的
に
は
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
は
、「
燃
え
立
つ
よ
う
な
黒
い
瞳
、
漆
黒
の
髪
、
力
強
い

ロ
ー
マ
人
の
よ
う
な
横
顔
、
豊
か
な
褐
色
の
肌
」
で
あ
っ
た
（
一
九
五
、
二
六
九
）。
彼
は
、「
父
の
お
気
に
入
り
」
で
あ
っ
た
（
一
九

五
、
二
六
九
）。
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
は
、「
目
は
青
く
、
金
髪
で
、
ギ
リ
シ
ャ
人
の
よ
う
な
顔
立
ち
で
、
色
白
」
だ
っ
た
（
一
九
五
、
二

六
九
）。
彼
は
、「
母
に
気
に
入
ら
れ
て
い
た
」（
一
九
五
、
二
六
九
）。

彼
ら
は
、
父
の
死
後
、
農
園
主
と
し
て
、
共
同
で
農
園
を
経
営
し
て
い
た
。
し
か
し
、
の
ち
に
、
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
は
、
農
園
の
経
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営
者
に
は
な
れ
な
い
こ
と
を
、
自
覚
し
た（
一
九
九
、
二
七
三
）。
そ
の
結
果
、
農
園
の
経
営
は
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
に
任
せ
て
、
セ
ン
ト
・

ク
レ
ア
は
、「
銀
行
の
株
と
ニ
ュ
ー
・
オ
ー
リ
ン
ズ
の
屋
敷
を
所
有
し
て
」（
二
〇
一
、
二
七
六
）、
生
活
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま

り
、
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
は
、
屋
敷
に
黒
人
奴
隷
を
所
有
す
る
奴
隷
主
に
は
な
っ
た
が
、
農
園
主
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
農
園
主
で
は
な

か
っ
た
と
い
う
こ
の
点
は
、
研
究
者
に
も
意
外
に
看
過
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
の
妻
は
、
マ
リ
ー
・
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
、
美
し
い
容
姿
と
輝
く
黒
い
双
眸
と
一
〇
万
ド
ル
の

持
参
金
を
持
っ
た
女
性
だ
っ
た
（
一
三
三
、
一
八
七
）。
彼
女
は
、
一
言
で
い
え
ば
、「
自
己
中
心
主
義
（selfishn

ess

）」
の
女
性
だ
っ

た
。
ス
ト
ウ
は
、
マ
リ
ー
を
次
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
。

マ
リ
ー
に
は
、
人
を
愛
す
る
能
力
と
か
人
を
思
い
や
る
感
受
性
が
あ
る
と
は
と
て
も
言
え
な
か
っ
た
。
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
は

ご
く
わ
ず
か
で
、
し
か
も
き
わ
め
て
強
烈
か
つ
無
意
識
の
自
己
中
心
主
義
の
な
か
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
自
己
中
心

主
義
は
、
自
足
し
た
鈍
感
さ
、
つ
ま
り
自
分
以
外
の
人
間
の
要
求
に
は
ま
っ
た
く
気
づ
か
な
い
で
い
ら
れ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
、

ど
う
に
も
手
の
施
し
よ
う
が
な
か
っ
た
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
、
た
だ
彼
女
の
気
ま
ぐ
れ
に
付
き
合
う
こ
と
だ
け
を
こ
こ
ろ
が
け
る
と

い
っ
た
召
使
た
ち
に
囲
ま
れ
て
い
た
彼
女
に
は
、
ほ
ん
の
か
す
か
な
形
で
あ
れ
、
彼
ら
に
も
感
情
が
あ
り
権
利
が
あ
る
の
だ
な
ど

と
い
う
考
え
は
起
こ
り
よ
う
も
な
か
っ
た
（
一
三
四
、
一
八
八
）。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
は
、
い
か
な
る
宗
教
的
（
キ
リ
ス
ト
教
的
）
人
物
で
あ
る
と
い
え

る
だ
ろ
う
か
。
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
の
父
は
、
息
子
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
を
ほ
と
ん
ど
与
え
る
こ
と
は
な
か
っ
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た
と
い
え
る
。
父
と
違
っ
て
、
母
の
エ
ヴ
ァ
ン
ジ
ェ
リ
ン
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
に
、
そ
し
て
セ
ン
ト
・

ク
レ
ア
も
母
親
に
対
し
て
思
慕
と
尊
敬
の
念
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
の
に
、
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
は
キ
リ
ス
ト
者
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
妻
マ
リ
ー
と
は
、
終
生
心
を
か
よ
わ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
は
、
世
俗
的
に
も
宗
教
的
に
も
冷
笑
的
・

懐
疑
的
知
識
人
で
あ
り
、
ま
た
、
理
想
と
現
実
が
乖
離
し
て
い
る
人
間
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

三

オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
・
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
の
キ
リ
ス
ト
者
へ
の
変
容

１

エ
ヴ
ァ
の
果
た
し
た
役
割

セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
と
マ
リ
ー
と
の
あ
い
だ
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
が
エ
ヴ
ァ
だ
っ
た
。
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
は
、「
自
分
の
娘
が
自
分
の

母
親
の
姿
を
再
現
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
娘
に
母
親
の
名
前
を
付
け
た
」（
一
三
四
、
一
八
九
）。
つ
ま
り
、
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア

の
母
と
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
の
娘
は
、
同
じ
エ
ヴ
ァ
ン
ジ
ェ
リ
ン
と
い
う
名
前
で
あ
っ
た
。

エ
ヴ
ァ
が
、
い
つ
（
幼
児
）
洗
礼
を
授
け
ら
れ
た
か
は
、
小
説
の
な
か
で
あ
き
ら
か
に
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
お
そ
ら
く
聖
公

会
の
教
会
（
一
五
七
、
二
一
八
）
や
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
の
教
会
（
二
四
二
、
三
三
一
）
の
礼
拝
に
出
席
し
て
い
た
こ
と
は
小
説
か
ら
わ
か

る
が
、
ど
こ
の
教
会
の
教
会
員
で
あ
っ
た
か
は
特
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
エ
ヴ
ァ
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
、
ま
た
小
説
に
登
場

し
た
最
初
か
ら
、
宗
教
的
な
子
ど
も
と
し
て
、
描
か
れ
て
い
る
。
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
の
宗
教
的
冷
笑
・
懐
疑
主
義
と
マ
リ
ー
の
自
己
中

心
主
義
を
考
え
れ
ば
、
エ
ヴ
ァ
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
宗
教
的
で
あ
る
の
か
、
論
理
的
に
は
不
自
然
で
あ
り
、
不
思
議
な
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
は
じ
め
か
ら
、
ま
た
本
能
的
に
、
宗
教
的
な
子
ど
も
と
し
て
登
場
し
、
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
天
に
召
さ
れ
た
。

エ
ヴ
ァ
と
聖
書
と
の
か
か
わ
り
で
あ
る
が
、
最
初
ト
ム
を
喜
ば
せ
る
た
め
に
聖
書
を
読
み
、
読
ん
で
あ
げ
て
い
た
。
し
か
し
す
ぐ
に
、
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エ
ヴ
ァ
自
身
が
聖
書
そ
の
も
の
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
て
い
っ
た
。「
聖
書
の
な
か
で
彼
女
が
も
っ
と
も
気
に
入
っ
た
の
は
黙
示
録
と
数
々

の
預
言
書
の
部
分
だ
っ
た
」（
二
二
四
、
三
〇
八

（
１２
）

）。
た
と
え
ば
、
エ
ヴ
ァ
は
、「
わ
た
し
は
ま
た
、
火
が
混
じ
っ
た
ガ
ラ
ス
の
海
の
よ

う
な
も
の
を
見
た
」
と
い
う
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
一
五
章
二
節

（
１３
）

を
声
に
出
し
て
読
み
あ
げ
る
と
い
う
具
合
で
あ
っ
た
（
二
二
六
、
三
一
〇
）。

ま
た
、
エ
ヴ
ァ
は
、
ト
ム
に
、
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
を
内
容
と
す
る
賛
美
歌
を
歌
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
懇
願
し
て
い
る
（
二
二
七
、
三
一

〇
）。エ

ヴ
ァ
が
黙
示
録
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
エ
ヴ
ァ
が
、
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
の
母
か
ら
信
仰
的
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
、

ス
ト
ウ
が
強
調
し
た
か
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
ス
ト
ウ
自
身
は
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
何
も
説
明
し
て
い
な
い
。

エ
ヴ
ァ
は
、
自
分
の
死
期
が
近
い
こ
と
を
悟
り
、「
あ
と
に
残
し
て
い
く
す
べ
て
の
も
の
を
、
悲
哀
に
満
ち
た
や
さ
し
さ
で
思
い
や
っ

た
。
と
り
わ
け
父
親
の
こ
と
を
。
と
い
う
の
も
、
エ
ヴ
ァ
は
、
決
し
て
明
確
に
そ
う
思
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
自
分
は
他
の
誰
よ

り
も
父
親
の
心
を
多
く
占
め
て
い
る
と
、
本
能
的
に
感
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
」（
二
三
九
、
三
二
六
）
と
い
う
。

ま
た
、
エ
ヴ
ァ
は
、「
パ
パ
は
、
わ
た
し
の
と
こ
ろ
﹇
救
い
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
家
﹈
へ
来
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
」
と
言
っ
た
。

セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
は
、「
あ
と
か
ら
行
く
よ
。
お
前
の
こ
と
を
忘
れ
る
も
の
か
」
と
言
っ
て
い
る
（
二
四
二
、
三
三
〇
）。
し
か
し
、
さ

ら
に
エ
ヴ
ァ
の
死
期
が
近
づ
く
と
、
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
は
、「
神
様
は
、
私
の
こ
と
を
な
ん
と
辛
く
あ
し
ら
う
ん
だ
！
」
と
、
言
う
（
二

五
二
、
三
四
四
）。「
パ
パ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
よ
ね
、
そ
う
で
し
ょ
う
、
パ
パ
？
」
エ
ヴ
ァ
は
疑
わ
し
そ
う
に
言
っ
た
。「
ど
う
し
て

そ
ん
な
こ
と
を
聞
く
ん
だ
い
？
」「
知
ら
な
い
わ
。
パ
パ
が
こ
ん
な
に
い
い
人
な
の
に
、
ど
う
し
て
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
な
い
の
か
が
わ

た
し
に
は
分
か
ら
な
い
の
」「
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
だ
い
、
エ
ヴ
ァ
？
」「
何
に
も
ま
し
て
イ
エ
ス
様
を
愛
す
る

こ
と
よ
」
と
エ
ヴ
ァ
は
言
っ
た
。（
中
略
）
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
は
そ
れ
以
上
何
も
言
わ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
か
つ
て
自
分
の
母
親
の
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な
か
に
み
て
と
っ
た
感
情
だ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
の
心
の
琴
線
は
そ
れ
に
対
し
て
何
も
反
応
し
な
か
っ
た
（
二
五
三
、
三
四
五
）。

エ
ヴ
ァ
の
最
期
の
最
後
に
、
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
が
発
し
た
こ
と
ば
は
、「
あ
あ
、
エ
ヴ
ァ
、
何
が
見
え
る
の
か
言
っ
て
お
く
れ
！
何

が
見
え
る
ん
だ
い
？
」
で
あ
っ
た
（
二
五
七
、
三
五
〇
）。

エ
ヴ
ァ
の
死
後
、
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
は
、「
エ
ヴ
ァ
の
部
屋
に
座
り
、
半
開
き
の
小
さ
な
聖
書
を
目
の
前
に
掲
げ
な
が
ら
も
、
何
の

文
字
も
言
葉
も
目
に
入
ら
な
い
で
い
た
」（
二
六
〇
、
三
五
四
）。
ま
た
、
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
は
、
自
分
の
書
斎
で
、「
エ
ヴ
ァ
の
聖
書

を
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
開
い
た
ま
ま
置
き
、
彼
は
俯
せ
に
な
っ
て
い
た
」（
二
六
一
、
三
五
六
）。

以
上
か
ら
い
え
る
こ
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
エ
ヴ
ァ
は
、
天
性
的
に
宗
教
的
な
人
間
と
し
て
、
小
説
に
登
場
し
て
い
る
。

エ
ヴ
ァ
は
、
聖
書
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
も
黙
示
録
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
エ
ヴ
ァ
は
、
キ
リ
ス
ト
者
と
は

「
イ
エ
ス
様
を
愛
す
る
人
で
あ
る
」
と
き
っ
ぱ
り
言
い
切
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
は
、
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
、

キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て
「
ゆ
れ
て
」
い
る
。
信
仰
と
不
信
仰
と
の
あ
い
だ
を
、「
行
き
つ
戻
り
つ
」
し
て
い
る
。
し
か
し
、
エ
ヴ
ァ
は
、

父
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
を
、
信
仰
の
「
岸
辺
」
ま
で
連
れ
て
い
く
こ
と
は
で
き
た
と
い
え
よ
う
。

２

ト
ム
の
果
た
し
た
役
割

エ
ヴ
ァ
の
死
に
よ
り
、
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
こ
の
あ
た
り
か
ら
、
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
は
、
ト
ム
と
、
信
仰
の
こ

と
に
つ
い
て
話
す
。
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
に
で
あ
る
。

「
旦
那
様
が
天
を
、
い
と
し
い
エ
ヴ
ァ
お
嬢
様
と
敬
愛
す
る
主
イ
エ
ス
様
の
お
ら
れ
る
天
を
、
仰
ぎ
見
る
こ
と
さ
え
で
き
れ
ば
、
あ

あ
！
」
と
、
ト
ム
が
言
っ
た
の
に
対
し
て
、
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
は
、
次
の
よ
う
に
応
答
す
る
。「
あ
あ
、
ト
ム
！
私
も
見
上
げ
て
い
る
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ん
だ
よ
。
で
も
、
問
題
は
、
私
が
見
上
げ
て
も
何
も
見
え
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
見
る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
思
う
よ
」。（
中
略
）「
ど

う
す
れ
ば
で
き
る
よ
う
に
な
る
ん
だ
ろ
う
？
」
と
、
訊
く
（
二
六
一
―
二
六
二
、
三
五
六
）。

「
あ
な
た
は
『
こ
れ
ら
の
こ
と
を
知
恵
あ
る
者
や
賢
い
者
に
は
隠
し
て
、
幼
子
の
よ
う
な
者
に
お
示
し
に
な
り
ま
し
た
』」
と
ト
ム
は

つ
ぶ
や
く
（
二
六
二
、
三
五
六
）。

「
こ
の
聖
書
を
信
じ
た
い
。
で
も
で
き
な
い
ん
だ
。
疑
う
習
慣
が
身
に
つ
い
て
し
ま
っ
て
い
る
ん
だ
よ
」
と
、
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
は

言
っ
た
（
二
六
二
、
三
五
六
）。

「
主
に
祈
り
な
さ
い
ま
せ
。『
信
じ
ま
す
。
信
仰
の
な
い
わ
た
し
を
お
助
け
く
だ
さ
い
（‘L

ord,
I
believe;help

thou
m
y
un

be-

lief.’ （
１４
）

）』」
と
（
二
六
二
、
三
五
六
）。

そ
れ
か
ら
、
ト
ム
は
、「
ヨ
ハ
ネ
伝
一
一
章
の
ラ
ザ
ロ
の
復
活
」
の
聖
書
箇
所
を
読
ん
で
ほ
し
い
と
、
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
に
願
う
。

ヨ
ハ
ネ
伝
一
一
章
、
特
に
二
五
節
は
、
エ
ヴ
ァ
が
死
ん
だ
と
き
、
葬
儀
で
読
ま
れ
た
聖
書
の
箇
所
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
わ
た
し
は
、

復
活
で
あ
り
、
命
で
あ
る
。
わ
た
し
を
信
じ
る
者
は
、
死
ん
で
も
生
き
る
」。

セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
は
、
ト
ム
に
向
か
っ
て
、
自
分
は
ト
ム
よ
り
も
は
る
か
に
た
く
さ
ん
の
知
識
を
も
っ
て
い
る
が
、
悪
い
習
癖
で
や

は
り
信
じ
ら
れ
な
い
、
と
言
う
（
二
六
三
、
三
五
八
）。

そ
れ
に
対
し
て
、
ト
ム
は
、
再
び
「
お
祈
り
な
さ
り
さ
え
す
れ
ば
！
（on

ly
pray!

）」
と
言
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
セ
ン
ト
・
ク
レ

ア
は
、「
で
も
実
際
に
私
が
祈
っ
て
も
、
す
べ
て
は
無
に
向
か
っ
て
（unto

nothing

）
話
し
か
け
て
い
る
だ
け
だ
」
と
、
答
え
る
。
と

は
答
え
た
も
の
の
、
同
時
に
、
ど
ん
な
ふ
う
に
祈
れ
ば
い
い
の
か
見
せ
て
く
れ
る
よ
う
に
、
ト
ム
に
願
う
。
ト
ム
の
祈
り
の
流
れ
に
乗
っ

て
、
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
は
、「
自
分
が
く
っ
き
り
と
想
像
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
天
国
の
門
ま
で
運
ば
れ
て
い
る
と
思
っ
た
。
自
分
が

エ
ヴ
ァ
の
と
こ
ろ
へ
ず
っ
と
近
づ
い
た
よ
う
に
感
じ
た
」（
二
六
三
―
二
六
四
、
三
五
八
）
と
、
感
想
を
述
べ
る
。
し
か
し
す
ぐ
、
ト

Ｈ・Ｂ・ストウ『アンクル・トムの小屋』におけるオーガスティン・セント・クレアのキリスト教について

167



ム
に
感
謝
の
こ
と
ば
を
発
す
る
や
否
や
、
ト
ム
に
「
い
ま
は
行
っ
て
く
れ
、
一
人
に
な
り
た
い
ん
だ
」（
二
六
四
、
三
五
九
）
と
言
っ

て
、
ト
ム
を
部
屋
か
ら
退
出
さ
せ
る
。

こ
こ
で
も
、
ま
だ
、
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
は
、
信
仰
に
対
し
て
、「
ゆ
れ
て
」
い
る
。
懐
疑
的
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
何
も
見
え
な
い
」

「
無
に
向
か
っ
て
話
し
か
け
て
い
る
」「
知
識
を
も
っ
て
い
る
が
信
じ
ら
れ
な
い
」
と
、
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
は
言
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対

し
て
、
ト
ム
は
、「
祈
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
応
答
し
て
い
る
。

エ
ヴ
ァ
は
、
父
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
を
、
信
仰
の
「
岸
辺
」
ま
で
連
れ
て
行
っ
た
が
、
ト
ム
は
、
そ
こ
か
ら
、
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
を
、

「
祈
り
の
信
仰
」
へ
と
導
き
は
じ
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

３

セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
の
回
心

野
口
啓
子
は
、
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
の
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
回
心
の
軌
跡
の
重
要
性
を
、
指
摘
し
て
い
る
。「
こ
の
点
﹇
セ
ン
ト
・
ク
レ

ア
の
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
回
心
の
軌
跡
﹈
は
批
評
家
に
は
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
い
な
い
が
、
じ
つ
は
、
エ
ヴ
ァ
や
ト
ム
の
殉
教
よ
り
も

ス
ト
ウ
に
と
っ
て
重
要
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
」
と
言
っ
て
い
る

（
１５
）

。
筆
者
は
、
細
部
の
点
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
考
え
を
共
有
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
野
口
が
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
の
「
回
心
」
に
着
目
し
て
い
る
こ
と
を
、
高
く
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。

セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
の
最
後
は
、
唐
突
に
や
っ
て
き
た
。
町
の
カ
フ
ェ
に
入
り
、
夕
刊
の
新
聞
を
読
ん
で
い
た
と
き
、
そ
こ
に
い
た
二

人
の
紳
士
が
口
論
を
は
じ
め
、
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
は
仲
裁
に
入
ろ
う
と
し
て
、
致
命
傷
を
負
っ
た
。

セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
は
、「
私
は
死
ぬ
！
」
と
言
っ
て
、
ト
ム
の
手
を
握
っ
て
、「
祈
っ
て
く
れ
！
（P

ray!

）」
と
、
懇
願
し
た
。
ト
ム

の
祈
り
が
す
む
と
、
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
は
手
を
伸
ば
し
て
、
ト
ム
の
手
を
取
り
、
離
さ
な
か
っ
た
（
二
七
五
、
三
七
四
）。
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セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
は
、
こ
こ
で
、
以
前
に
母
の
影
響
を
受
け
て
歌
っ
た
、
鎮
魂
歌
を
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
に
呟
い
た
。「
お
お
、
イ
エ
ス

よ
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
、（
中
略
）
あ
の
恐
ろ
し
い
時
期
に
も
（
中
略
）
私
を
見
捨
て
よ
う
と
は
な
さ
ら
な
か
っ
た
。
疲
れ
た
足
を

急
が
せ
（
中
略
）
私
を
探
し
て
く
だ
さ
っ
た
（
後
略
）」（
二
七
六
、
三
七
四
）。

セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
の
最
期
は
、「
つ
い
に
、
家
に
帰
る
と
こ
ろ
だ
！
（I

am
com

in
g
H
O
M
E
,
at

last!

）」
で
あ
っ
た
。「
美
し
い

安
ら
ぎ
の
表
情
が
浮
か
ん
で
い
た
。（
中
略
）
人
々
は
、
力
強
い
手
が
彼
の
上
に
置
か
れ
る
の
を
見
た
。
魂
が
こ
の
世
を
去
る
直
前
、

歓
喜
し
て
何
か
を
認
め
た
と
き
の
よ
う
に
、
突
然
目
を
輝
か
せ
、『
お
母
さ
ん
！
』
と
言
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
は
こ
の
世
を
去
っ
た
」（
二

七
六
、
三
七
四
―
三
七
五
）。

セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
の
最
期
は
、
エ
ヴ
ァ
や
ト
ム
の
最
期
と
違
う
。
エ
ヴ
ァ
の
最
期
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。「
輝
か
し
い
栄
光
に

満
ち
た
微
笑
み
（sm

ile

）
が
エ
ヴ
ァ
の
顔
に
浮
か
ぶ
と
、
彼
女
は
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
に
言
っ
た
。『
あ
あ
、
愛
、
喜
び
、
安
ら
ぎ
！
（love,

joy,
peace!

）』
一
息
つ
く
と
、
死
を
越
え
て
永
遠
の
生
へ
と
去
っ
て
行
っ
た
！
（passed

from
death

un
to

life!

）」（
２
５
７
、

三
五
〇
）。
ト
ム
の
最
期
は
、
次
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
。「『
誰
が
、
誰
が
、
誰
が
、
キ
リ
ス
ト
の
愛
か
ら
お
ら
た
ち
を
引
き
離
す
こ
と

が
で
き
ま
し
ょ
う
？
』﹇
ロ
ー
マ
の
信
徒
へ
の
手
紙
八
章
三
五
節
﹈」
と
、
彼
﹇
ト
ム
﹈
は
命
が
衰
弱
す
る
の
に
対
抗
す
る
よ
う
な
声
で

言
っ
た
。
そ
し
て
、
微
笑
み
（sm

ile

）
を
浮
か
べ
な
が
ら
深
い
眠
り
に
つ
い
た
」（
三
六
三
、
四
九
一
）。
エ
ヴ
ァ
と
ト
ム
の
最
期
は
、

あ
き
ら
か
に
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
死
ん
だ
と
い
え
る
。
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四

お
わ
り
に

筆
者
の
問
い
は
、
は
た
し
て
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
は
、
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
亡
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
で
あ
る
。「
つ
い
に
家
﹇
天

の
家
、
つ
ま
り
天
国
﹈
に
帰
る
！
」
と
言
っ
た
そ
の
と
こ
ろ
で
、
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
が
『
ア
ン
ク
ル
・
ト
ム
の
小
屋
』
の
小
説
の
舞
台

か
ら
消
え
て
い
た
な
ら
ば
、
彼
は
、
ま
ち
が
い
な
く
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
亡
く
な
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
の
最

期
の
最
後
の
こ
と
ば
は
、「
お
母
さ
ん
！
」
で
あ
っ
た
。「
お
母
さ
ん
！
」
が
付
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
ど
う
解
釈
し
た
ら
い
い
の
だ

ろ
う
か
。

な
が
い
こ
と
、
筆
者
は
、『
ア
ン
ク
ル
・
ト
ム
の
小
屋
』
の
小
説
の
最
後
に
出
て
く
る
こ
の
「
お
母
さ
ん
！
」
と
い
う
こ
と
ば
を
、

キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
消
極
的
な
こ
と
ば
で
あ
る
、
あ
る
い
は
否
定
的
な
こ
と
ば
で
あ
る
と
、
と
ら
え
て
い
た
。
し
か
し
、
現
在
筆
者
が

出
し
た
結
論
は
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。「
お
母
さ
ん
！
」
は
、「
天
の
家
に
い
る
お
母
さ
ん
！
」
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
る
な
ら

ば
、「
つ
い
に
家
に
帰
る
」
と
い
っ
た
セ
ン
ト
・
ク
レ
ア
の
こ
と
ば
は
、「
天
の
家
に
い
る
お
母
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
帰
る
！
」
と
い
う
こ

と
に
な
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、「
お
母
さ
ん
！
」
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
つ
い
に
家
に
帰
る
」
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
さ
ら
に
強
く
な
る

と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う

（
１６
）

。

注

＊
﹇

﹈
内
は
、
筆
者
の
補
っ
た
こ
と
ば
で
あ
る
。
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（
１
）L

eslie
A
.F

iedler,L
ove

an
d
D
eath

in
th
e
A
m
erican

N
ovel

(H
arm

on
dsw

orth
:P

en
guin

,1984),264.
（
２
）
野
口
啓
子
「『
ア
ン
ク
ル
・
ト
ム
の
小
屋
』
の
政
治
的
感
化
力
と
キ
リ
ス
ト
教
」『「
ア
ン
ク
ル
・
ト
ム
の
小
屋
」
を
読
む

反
奴
隷
制

小
説
の
多
様
性
と
文
化
的
衝
撃

』
高
野
フ
ミ
編
、
彩
流
社
、
二
〇
〇
七
年
、
七
八
頁
。

（
３
）
英
語
テ
キ
ス
ト
は
、E

lizabeth
A
m
m
on
s

編
のU

ncle
T
om

’s
C
abin;or,

L
ife

A
m
ong

the
L
ow

ly

を
用
い
る
。
日
本
語
訳
は
、

主
と
し
て
、
一
九
九
八
年
に
明
石
書
店
か
ら
出
版
さ
れ
た
小
林
憲
二
監
訳
を
用
い
る
。
し
か
し
、
場
合
に
よ
っ
て
、
拙
訳
を
用
い
て
い
る

部
分
も
あ
る
し
、
一
九
六
七
年
に
旺
文
社
文
庫
と
し
て
出
版
さ
れ
た
大
橋
吉
之
輔
訳
、
一
九
六
六
年
に
角
川
文
庫
と
し
て
出
版
さ
れ
た
山

屋
三
郎
・
大
久
保
博
訳
、
一
九
五
二
年
に
新
潮
文
庫
と
し
て
出
版
さ
れ
た
吉
田
健
一
訳
を
用
い
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
引
用
は
、
本
文
中

に
、
英
語
の
頁
数
と
日
本
語
訳
の
頁
数
の
順
序
で
示
す
。
訳
者
名
を
特
に
明
記
し
て
い
な
い
場
合
は
、
小
林
監
訳
で
あ
る
。

（
４
）
一
六
―
一
七
世
紀
頃
の
フ
ラ
ン
ス
の
カ
ル
ヴ
ィ
ン
派
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
。

（
５
）
エ
ヴ
ァ
も
い
つ
も
白
い
服
を
着
て
い
る
少
女
と
し
て
登
場
す
る
。
た
と
え
ば
、（
二
四
〇
、
三
二
八
）
を
参
照
。

（
６
）
最
後
の
審
判
に
関
す
る
聖
歌
。

（
７
）
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
九
章
を
参
照
。

（
８
）
至
福
千
年
説
と
も
い
う
。
世
界
史
の
終
わ
り
の
来
た
る
べ
き
黄
金
時
代
（
至
福
千
年
期
）
に
は
、
義
人
の
み
が
復
活
を
許
さ
れ
て
暮
ら
す

神
の
国
が
、
地
上
に
千
年
間
続
く
と
す
る
教
説
で
あ
る
（
大
貫
・
名
取
・
宮
本
・
百
瀬
編
『
岩
波
キ
リ
ス
ト
教
辞
典
』
岩
波
書
店
、
二
〇

〇
二
年
、
六
九
一
頁
）。Un
iversity

of
K
en
t
at

C
an
terbury

のK
eith

C
arabin

e

は
、Wordsw

orth
C
lassics

版
のU

n
cle

T
om

’s
C
abin

の
四
三
〇
頁
に
お
い
て
、
こ
の
と
こ
ろ
の
注
を
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
一
九
世
紀
中
葉
の
ア
メ
リ
カ
は
、
大
き
な
宗
教

的
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
と
終
末
﹇
思
想
﹈
の
渦
中
に
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
の
国
が
し
き
り
に
待
ち
望
ま
れ
た
。
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録

二
〇
章
七
―
一
五
節
と
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
六
章
九
―
一
三
節
の
主
の
祈
り
を
参
照
」。

（
９
）
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
六
章
九
―
一
〇
節
を
参
照
。

（
１０
）
岩
井
淳
『
千
年
王
国
を
夢
み
た
革
命
』
講
談
社
、
一
九
九
五
年
、
二
二
頁
。

（
１１
）
同
書
、
一
八
頁
。

（
１２
）
エ
ヴ
ァ
が
な
ぜ
黙
示
録
と
預
言
書
を
気
に
入
っ
た
の
か
、
ス
ト
ウ
は
、
小
説
の
な
か
で
説
明
し
て
い
な
い
。

（
１３
）『
新
共
同
訳

新
約
聖
書
注
解

Ⅱ
』
に
よ
れ
ば
、「
ヨ
ハ
ネ
が
天
上
界
で
見
た
海
に
は
、
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
四
章
六
節
に
は
述
べ
ら
れ
て
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い
な
か
っ
た
『
火
が
混
じ
っ
た
』
と
い
う
形
容
句
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
激
し
い
裁
き
、
天
か
ら
の
火
と
、
獣
と
戦
っ
て
勝
利
し
た
殉
教

者
の
血
の
色
が
、
こ
の
海
に
映
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
」（
日
本
基
督
教
団
出
版
局
、
一
九
九
一
年
）、
五
二
二
頁
。

（
１４
）
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
九
章
二
四
節
。

（
１５
）
野
口
、
七
八
―
七
九
頁
。

（
１６
）D

avid
R
eyn

olds

も
、M

ightier
than

the
S
w
ord

:U
ncle

T
om

’s
C
abin

and
the

B
attle

for
A
m
erica

の
七
四
頁
に
お
い
て
、

次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。“W

hen
he

[St.
C
lare]

exclaim
s
“M

other!”
as

he
dies,

w
e
presum

e
he

has
join

ed
the

reli-
gious

fold.”
な
お
、「
お
母
さ
ん
！
」
の
解
釈
に
関
し
て
は
、
斎
藤
薫
氏
と
の
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
、
大
き
な
助
け
に
な
っ
た
。
そ
の

こ
と
を
、
こ
こ
に
記
し
て
、
感
謝
し
た
い
。
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